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共創型デジタルツインを支えるブロックチェーン

共創型で作るセンサーネットワーク

① ユーザーがセンサーを購入設置 ② データを取得・蓄積

従来は気象庁などが頑張って設置

DBクラウド
サーバー

ブロックチェーンで
改ざん防止

ICNで
データ共有

③ 他のユーザーや企業、マシンがデータを購入

¥100

分配金が入ってきたり、
便利なサービスを受けられるので、

更にセンサーを設置したくなる

データ取得者に貢献度に応じて分配される

データを管理するシステム

Sensor

システム全体像
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1. ユーザーがセンサーを購入し設置する

2. エリアを担当するDBサーバーが無ければ

自動的に設置される

3. DBサーバーは自動的にブロックチェーン

ネットワークに参加する

センサーはエリアのDBにデータを記録

データ利用者はエリアのDBから入手

センサーが置かれたらセンサーネットワークが

拡充され自己成長するシステム

自己成長するセンサーネットワークの実現 センサーデータの信頼性担保

ブロックチェーンにデータの

ハッシュ値を記録し、改ざん

防止を実現

デジタルツインのデータ

だけでなく、AIのモデルや

アクセスログ改ざんできない

よう記録
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ハッシュ値  ハッシュ値 ハッシュ値 ハッシュ値 

これまでのハッシュ値と 

今回のデータのハッシュ値を 

合成したハッシュ値 

DB DB DB DB生データはDBに保存しながら改ざん難易度を強化

データの連続性も担保した形で保存できる

スマートコントラクトによるデータの売買

同一エリアに設置

1.センサー設置 2.データ登録

エリアの
DBサーバー 3.データ購入

Aさんのセンサー

Bさんのセンサー

4.支払い

寄与率に応じてAさんとBさんに支払われる

¥4

¥1

AさんとBさんの
寄与率も記録

本機能は今後実装予定

寄与率算出のアルゴリズム→設計中

スマートコントラクトによる分配
支払いに使うコインは未定

自己成長するエコシステム

センサーの設置代金  ＜ データの売上

となることでユーザーが自らセンサーを設置するようになる

データ購入のユースケースを作り広めれば

センサーネットワークの自律分散型ネットワーク構築できる

4

自律分散型のセンサーネットワークが実現できる

共創型デジタルツインとは

ユーザが参加して
デジタルツインのもとなる

データを集める

集まったデータから
デジタルツインの

データが生成される

デジタルツインのデータが
購入されると

ユーザーに分配金が渡る

※ 本講演内容の一部は国立研究開発法人情報通信研究機構の委託研究（採択番号  05601）「City as a Serviceを支えるデジタルツインを持
続可能な状態で自己成長させるエコシステム」により得られたものを含みます。

センサーネットワークのエコシステムを形成する


